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ヒト科 3 種比較研究プロジェクト 

＜研究概要＞ 
A) 飼育チンパンジーを対象とした比較認知科学的研究 
平田聡、山本真也 

熊本サンクチュアリの計 61 個体のチンパンジーを対象に、タッチパネルモニターを用いた認知研究、非拘束型

アイトラッカーを用いた視線パターンの記録、サーモグラフィーを用いた顔表面温度の測定、道具使用行動の実

験・観察、個体間社会交渉の実験・観察などをおこなった。 

B) 日本へのボノボ導入に向けた準備、資料収集、海外飼育ボノボ個体群の観察 
平田聡 

日本での飼育ボノボを対象にした認知研究を立ち上げる準備として、導入手続きの調査、海外でのボノボ飼育・

実験研究の現場視察、飼育ボノボ個体にかんする情報収集をおこなった。 

C) 野生ボノボの行動調査 
山本真也 
コンゴ民主共和国ワンバ村にて、野生ボノボの行動と生態を調査した。食物分配を含む個体間関係、過保護事例

を含む母子発達、集団での協力・役割分担などを記録し、解析をおこなった。 
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長期野外研究プロジェクト 

＜研究概要＞ 
A) 東南アジア熱帯林の霊長類の社会生態学的研究 
松田一希, 半谷吾郎 (生態保全), 大谷洋介 (大学院生：生態保全) 

2005 年より, マレーシアサバ州のスカウ村, アバイ村を拠点としたテングザルの長期観察プロジェクトを行って

いる。本プロジェクトでは, テングザルの社会生態, 採食生態, 行動生態の観点から研究を進めている。また, テン

グザルと同所的に生息している他の昼行性霊長類(オランウータン, テナガザル, カニクイザル, ブタオザル, シル

バーラングール)や地上性哺乳類(ヒゲイノシシ, サンバー，マメジカなど)の基礎的な生態・社会の研究も同時に行

っている。特にテングザルとブタオザルについては, GPS 内蔵の発信機の装着を行い, 移動パタンと食物資源量の

関係性をさぐる研究を新たに開始した。 
食物資源量の変動を調べる目的で, スカウ村とアバイ村近郊の河畔林に設置している植生調査区で, 毎月一回の

植物フェノロジー調査を行った。また, テングザルを含む霊長類 6 種の個体群動態を明らかにするために, ボート

による霊長類センサスを継続して行っている。 

B) カリンズ森林保護区に棲息する野生霊長類の研究 
伊左治美奈, 松田一希, 橋本千絵 (生態保全), 江島俊(大学院生：生態保全), 古市剛史(社会進化), 岡本宗裕(人類進

化モデル研究センター) 
 ウガンダ共和国カリンズ森林保護区に生息する野生チンパンジー２集団を対象に, 集団間の出会いの交渉, 社会

行動の違い, 採食行動についての長期的データを収集した。果実量についても月 1 回データをとった。人獣共通感

染症の研究を進めるために, 糞試料による寄生虫の調査を行ったほか, 感染の履歴を調べるための糞・尿試料を収

集した。さらに, エコツーリズムの影響を調べるために, 観光客に対するチンパンジーの行動のデータを収集した。 

C) ボノボの社会構造・集団間関係と地理的行動変異の研究 
坂巻哲也, 古市剛史(社会進化) 
コンゴ民主共和国, ルオー学術保護区, ワンバ地区のボノボ調査を継続した。個体識別された隣接する 2 集団を

日々追跡し, 社会関係, 活動時間配分, 採食, 集団間交渉, 個体の移籍などの長期的データを収集した。2012 年 4 月

に認可されたルオー学術保護区と隣接するイヨンジ・コミュニティ・ボノボ保護区においても, 2 集団の人づけを

継続し, ワンバ地区のボノボと比較した行動変異の研究を行なった。同時に遺伝学的および人獣共通感染症解析の

ための試料を収集した。 


